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そうだ! 今年は

防災訓練に参
加しよう

昨年1 月17日早朝に発生した「阪 神・

淡路大震災」から、早いもので1 年6 ヵ
月がたちました。この震災は、高速道路
の崩 壊やビルの倒壊、大規模な火災など、
私たちに大きな衝撃を与えました。
区では、このような直下型地震に備え、

地域防災計画を 見直し。また、被害情報
を素早く収集するために区役所7 階に防
災センターを開設しました。しかし、地
震対策に「万全」はありません。

私たちのまちは私たちで守 りたいものです。日ごろから家族で

話し合いを し、防災訓練に家族揃 って参加するなど、もしもに備
えましょう。何とい っても、家族のS

硲?
一゙番の安心の絆です。

震太< ん

9 月1 日は防災の日

日
ご
ろ
の
訓
練
が
命
を
救
う

区
で
は
、毎
年
9
月
1
日
(
防
災
の

日
)
に
、地
震
災
害
に
備
え
た
総
合
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
今
年

の
訓
練
は
、東
京
都
と
合
同
で
行
い
。

警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
・
東
京
一
`
力
・

東
京
ガ
ス
・
N
T
T

等
の
防
災
機
関
が
4
5

団
体

、町
会
・
自
治
会
は
4
0
0団
体
(
2

万
人
)

参
加
し

、
従
来
に
な
い
大
規
模

な
も
の
に
な
り
ま
す

。

今
回
の
訓
練
は

、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
教
訓
を
取
り
入
れ
た
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
区
民
消
火
隊
や
区
民
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
る
訓
練
、
逎
難
所
闃

設
訓
練
な
ど
、
皆
さ
ん
の
参
加

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
曜
日
の

開
催
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
家
族
揃

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
時

間
・
場
所
=
下
図
訓
練
に
と

も
な
う
交
通
規
制
=
▽
西
新
井

橋
の
通
行
止
め
・
・
・
午
前
1
0
時
4
5

分～
1
1
時
2
0
分
▽
環
状
7
号

線
(
鹿
浜～
中
川
四
丁
目
の
1
5

交
差
点
)

信
号
操
作
に
よ
る
都

心
方
向
へ
の
流
入
規
制
・
=
午
前
1
0

時
か
ら
約
1
0分
間

ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

9月
1

日

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

9
月
1
日
百
)
、
午
前
9
時
、
区
内

一
斉
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。
こ
の

サ
イ
レ
ン
は
、「
警
戒
宣
言
」
を
皆
さ
ん

に
伝
え
る
訓
練
で
す
。
響
戒
宣

言
は
、
東
海
地
震
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
発
令
さ
れ
ま

す
。
サ
イ
レ
ン
は
。
皆
さ
ん
が

毎
日
、
耳
に
し
て
い
る
。
夕
焼

け
放
送
"
を
流
し
て
い
る
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
鴫
り
ま
す
(
4
5秒

鳴
り
1
5秒
休
む
レト
の
3
回
繰

り
返
し
)
。
9
月
1
日
の
サ
イ
レ

ン
は
、
あ
く
ま
で
も
訓
練
で
す

が
、
実
際
に
「
警
戒
宣
言
」
が

発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
テ
レ

ビ
こ
フ
ジ
オ
な
ど
か
ら
逗
し

い
情
狎

を
つ
か
み
、
適
切
な

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

日ごろ の訓練が
もしもの時に
枌力ちます

集
団
で
避
難
を
!

―

一
時
集
合
場
所
―

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
自
動
車

の
混
乱
、
火
災
、
避
難
場
所
へ
の
人
の

集
中
、
情
報
の
混
乱
等
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
区
で
は
、
警
察
官
や
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
引
率
で
避
難
す
る
「
集
団
避
難
」

方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

「
一
時
集
合
場
所
」
は
、
集
団
で
避

難
を
す
る
た
め
の
最
初
に
集
合
す
る
場

所
で
す
。
こ
の
一
時
集
合
場
所
は
、
各

町
会
・
自
治
会
ご
と
に
決
ま
っ
て
お

り
、場
所
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

標
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
(
写
真
)
。

2
面
に
も
防
災
関
係
の
記
事
が
あ
り
ま
す

一時集合場所

防災についての
お問い合わせ
災 害 対 策 課　3880- 5111

㈹

総合防災訓練会場一覧

葦
立
ち

退
任
に
あ
た
っ
て

残
暑
の
厳
し
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
今
期
を
も
ち
ま
し

て
、
区
長
の
職
を
退
任
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
4
期
1
6年
、

区
民
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
三
次
に
わ
た
る
基
本

計
画
を
策
定
し
、
2
1世
紀
の
高
齢

社
会
を
視
座
に
入
れ
た
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
投
球
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
都
市
基

盤
の
整
備
、
保
健
福
祉
の
充
実
、

教
育
・
文
化
・
産
業
の
振
興
な
ど

飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
交
通
過

疎
区
と
い
わ
れ
た
足
立
区
に
日
暮

里
・
舎
人
線
と
常
磐
新
線
の
2
線

が
ほ
ぼ
同
時
期
に
導
入
の
通
び
と

な
っ
た
こ
と
、
下
水
道
整
備
が
概

成
1
0
0
%とな
っ
た
こ
と
、
庁
舎
が

続
き
さ
れ
た
こ
と
の
3
点
は
、
長

期
間
に
わ
た
る
多
く
の
人
々
の
努

力
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

深
く
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
、
足
立
区
は
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
在
宅
福
祉

の
充
実
、
副
都
心
化
に
向
け
た
北

千
住
地
区
の
開
発
、
環
七
へ
の
新
'

線
導
入
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
財
政
の
健
全
化
や
特
別

区
制
度
の
改
革
な
ど
へ
の
取
り
組

み
も
緊
急
で
す
。
区
民
の
皆
様
に

は
今
後
と
も
区
政
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

区
長
　古
性
直

◎ あだち 広報は毎月5日 ・15日 号は新聞 折込、25日 号はシル バー人 材センタ ーによ る各 戸配布
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五
反
野
小
学
校
・
六
木
小
学
校

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す

五
反
野
小
学
校
・
六
木
小
学
校
で
、

防
災
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
学

校
職
貝
・
P
T
A
・
町
会
の
皆
さ
ん
が

「
避
難
所
運
営
委
員
会
」
を
結
成
し
、

自
主
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
で
、

実
際
に
宿
泊
し
た
り
、
非
常
食
を
味
わ

っ
た
り
し
ま
す
。
区
で
は
、
今
後
の
防

災
計
画
に
今
回
の
貴
重
な
体
験
・
意
見

を
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

▲ 学校には無線機や非常用トイ レ
など が備えられています

頼
り
に
な
る
の
は
お
隣
さ
ん

阪
神
・
淡
J
に
震
災
で
は
、1
0万
棟

以
上
の
建
物
ヵ
倒
壊
し
、
多
く
の
人
ぴ

と
が
建
物
の
下
敷
き
に
な
り
ま
し
た
。

一
分
一
秒
を
争
う
状
況
の
中
で
、
そ
う

し
た
人
ぴ
と
を
救
っ
た
の
は
防
災
機
関

で
は
な
く
、
実
は
、
隣
人
や
近
所
の
皆

さ
ん
で
し
た
。日
ご
ろ
の
人
間
関
係
、

そ
れ
が
自
分
の
命
を
、
そ
し
て
家
族
の

命
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

災
害
に
備
え
て
家
庭
で
も
備
蓄
を

区
で
は
、災
害
に
備
え
、区
内
6
カ

所
の
災
害
備
蓄
倉
庫
の
ほ
か
、避
難
所

と
な
る
小
学
校
8
校
に
も
備
蓄
を
し
ま

し
た
。毛
布
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
寝
具
類
、

飲
み
水
や
ア
ル
フ
ァ
米
の
食
料
、
ト
イ

レ
や
発
一
`
機
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い

物
品
を
備
蓄
し
て
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
ら
区
で
備
蓄
し
て
い
る
物
品
だ
け

で
は
、
災
害
時
に
十
分
対
応
で
き
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
も
、
い
ざ

と
い
う
時
に
僻
え
て
家
庭
内
僻
書
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
非
常
用
食
種
・
飲
み

水
・
医
薬
品
・
ラ
ジ
オ
・
懐
中
一
灯
・

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
大
忝
な
袋
に

つ
め
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ガ
ー
ゼ

や
m

・
l
i
l
t
e
d
を
入
紮

蜚

箱
も
あ
る
と
安
心
で
す
。

非 常 持 出 品

防 災についての
お問い合わせ
災害対策課
3880- 5111 ㈹

9 月の献血
郵便局で献血しよう
「愛の血液助け合い運動」の一

環として9～10月に足立・足立西
・足 立北郵便局で献血を実施しま
す。皆さんのご協力をお 願いしま
す。 日時等一下表 問先一東京
東赤十字血液センター

B5682 ―2801
保億予防佩
き3880- 5111㈹

9 月 の 献血

● いずれも午前11時30分～午後0時30
分 は 除 く
c10/ 15" ㈲ に は 、 足 立 北 郵便 局 で 実 施
し ま す

O- 157 にご注意
～家庭でできること～

料 理す る と き は

◆ 焼くものはし っかり 焼く、煮るも
のは、ぐつぐ つよく煮る
◆ その前にまず手洗いを十分に
( 1)石けんでてい ねいに洗います。少
なくとも1 分間( 歌 謡曲の1 番を 歌
うくらい) は、よく 泡立てて洗う
( 2)流水でよく すすぎ ます
( 3)この後、逆性石けんを使うとより
効果的です
( 4)さらに流水ですすぎます
( 5)清潔なタオルかペ ーパータオルで
ふきます
◆ 生肉がふれた調理器具( まな板、包
丁) などは熱 湯や漂白剤など で十分 消

毒し ましょう

飲み水やプールに注意
◆ 井戸水は、定期的な水質検査や 清掃
を行い、安全に 努めまし ょう。 また、
やむを得ず飲用にする時は十分 煮沸し
ましょう
◆ 受水槽の設置者は衛生管理を 十分に
し、水中の残留塩素を定期的に 検査し

ましょう
◆ プール使用の 前後には、十分にシ ャ
ワ ーで体を洗い 腰洗い槽でし っかり
消毒しまし ょう
◆ 下痢などの症状がある時は、水遊び
やプールはやめ ましょう

体 に 異 常 を 感 じ た ら

できるだけ早く、医師の診察をうけ
まし ょう 。
◆ 感染の初期は夏かぜによく似てい まl
り
◆ 素人判断は禁物です

伝染病に指定されました
二次感染の予防と感染経路の解明の

ため、O ―157 は 「指定伝染病」に
指定されました。予防措置の適用は必
要最少限にとどま っており 、区として
も人権に配慮し、患者や保菌者の方の
プライバシーを最大限考慮し て運用し
ます。皆さんも保菌者への不必 要な就
業制限や保 薗者とその家族への偏 見等
のないようお願いします。
なお、保健所・保健相談所ではo- 157

の感染につい てご 心配の方など
の相談を 受け付けてい ます。 問先 一

足立保健所3855 ―4151
千住保健所H3888 ―4277

宿泊 施設 インフォメ ーシ ョン

▼
1
1・
1
2月
分
の
利
用
案
内
▲

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
　

(
左
下
表
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す

る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持

参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま

す
)
期
間
1
9
月
1
日
～
1
0
日

必
一
(

抽
選
結
果
を
9
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
)

受
付
―
当
選
者
は
、1
0

月
1
0日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間

を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り

ま
す
)

※
那
須
・
森
の
家
と
湯
河
原

あ
だ
ち
荘
の
り一
月
3
1日
の
宿
泊
申
し
込

み
は
、1
月
分
の
利
用
申
し
込
み
に
な

り
ま
す

空
き
室
の
利
用

□
H
・
1
2月
分

抽
選
映
の
空
き
窒
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
1

羅
日
(
今
回
は
1
0月
1
1

日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
予

約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
設

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
8
・
9
・
1
0月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
綉
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で

す
)

● 各施設利用案内11 ・12月 利用分

● 公社鳶設ですでに購入済みの宿泊施設抽選申し込み力～ド( 専用ノ叨キ) には「鋸南自然の衣」の表示がないものがありますが、使用できます。
施設名魯に「 据南自然の亂」と記入し 、申し込んでく ださい/ 利用申し 込みは2 人以上。1 グJト フ、 叨 キ1 通でお願いし ます。

『罵須・森の家 』と「 湯河驟あだち荘」の12 月31 日の宿泊申し込みは1 月分( 1)利用申し 込みになります。
「那須・森の家J へは甦涌パスも瀰行し ています。公社窓口 へお問い合わせください

● 受付時間=c～@は午前9時～午後8時、0、@は午前10畤～午後6時( 毎週月鼈日休嚮) 　
○ は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除<)
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飲
み
水
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す

3
階
建
て
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ

ル
で
は
、
水
道
水
を
タ
ン
ク
に
た
め
て

か
ら
便
い
ま
す
が
、
タ
ン
ク
の
底
に
は

少
し
づ
つ
さ
ぴ
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。1
年
に
1
回
は
タ
ン
ク
の
清
掃
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
残
留
塩
素
の

測
定
を
し
た
り
、
普
段
か
ら
水
の
色
、

濁
り

。臭
い
、
味
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
タ
ン
ク
が
地
下
に
埋
め
込

ん
で
あ
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。
気
づ

か
な
い
う
ち
に
穴
や
ひ
ぴ
か
ら
汚
水
な

ど
が
入
り
、「
飲
ん
だ
人
が
下
痢
を
し

た
」
な
ど
の
事
故
が
起
き
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
保
健
所
で
は
、
ご
希
望
の
方

に
次
の
検
査
を
し
ま
す
。
期
間
1
9

月
3
0日
ま
で

対
象
―
受
水
槽
が
地
下

に
埋
め
込
ん
で
あ
る
給
水
設
備

内
容
1

構
造
調
査
、
水
質
調
査
ほ
か

費
用
=

無
料

申
込
―
電
話

申
・
問
先
=

足
立
保
健
所
環
境
衛
生
係

酋
(
3
8
{
Qむ
}
4
1
5
1

千
住
保
健
所
環
境
衛
生
係

豐
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

妊
婦
の
方
(
3
5歳
以
上
)
の

超
音
波
検
査
の
ご
案
内

1
0月
1
日
か
ら
、3
5歳
以
上
の
妊
婦

の
方
は
妊
婦
健
康
診
査
(
前
期
・
後
期
)

に
加
え
、
超
音
波
検
査
を
無
料
で
1
回

受
診
で
き
ま
す
。

対
象
―
出
産
予
定

日
現
在
で
3
5歳
以
上
の
妊
婦

受
診
裏

の
交
付
―
妊
娠
届
出
の
際
に
お
渡
し
し

ま
す
。
す
で
に
妊
娠
届
出
を
済
ま
せ
た

方
は
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
各
保

健
所
・
保
健
相
談
所
で
受
診
票
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
各
保

健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
1
)

擲1

高
齢
者
健
康
診
査

6
5
歳
以
上
の
方
(
昭
和
6
年
3
月
3
1

日
以
前
生
ま
れ
)
お
よ
び
4
0
歳
以
上
で

寝
た
き
り
の
方
(
入
院
中
の
方
を
除
く
)

な
ら
、ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

日
程
I
9
月
2
日
～
1
0
月
1
5
日
場
所

=
受
診
票
に
同
封
す
る
「
医
療
機
関
一

覧
表
」
に
記
餓
さ
れ
た
区
内
医
療
機
関

(
4
0蔵
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
は
医
師

が
訪
問
し
て
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
)

内
容
―
▽
必
須
検
査
…
問
診
、
身
体
計

測
、
診
察
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血

液
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

▽

選
択
検
査
(
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方

の
み
)
・
:貧
血
検
査
、
心
電
図
、
糖
負

荷
試
験
、
眼
底
検
査
の
う
ち
必
要
な
検

査

費
用
=

無
料
(

た
だ
し

、
前
記
健

鰺
内
容
以
外
の
検
査
・
治
療
を
行
っ
た

場
合
は
有
料
)

申
込
I

▽
6
5
歳
以
上

の
方
・・・
受
診
票
(
8

月
末
ま
で
に
全
員

に
送
付
予
定
)

を
持
っ
て
直
接
医
療
機

関
へ

▽
4
0
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方

・・・
保
健
予
防
佩
に
9

月
2
7日
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。
受
診
票

を
お
送
り
し
ま
す
(

受
診
日
は

、
医
凍

機
関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
)

嶌
受
診

票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

、1
0月
4

日

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

問
先
―
保
健
予
防
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

□
骨
を
丈
失
に
す
る
食
生
活
と
連
助

日
時
=
9
月
4
日
(
水
)
・
1
1
日
(
水
)
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
―
　

「
カ
ル
シ
ウ
ム
を
効
率
良
く
と
る
た
め

に
は
」「
運
動
で

体
を
鍛
え
よ
う

」

場

・
申
・
間
先
=
足
立
保
健
所

?
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□
ヘ
ル
シ
ー
食
生
活
の
工
夫

外
食
や
加
工
食
品
の
栄
養
価
を
上
手

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
1
9
月

1
1
日
(
水
)
・
午
後
1
時
3
0
分～
3
時

3
0分
、
2
7日
(
金
)
・
午
前
1
0時
～
正

午

内
容
1
1
日
目
・
栄
養
計
算
と
活

用
、
2
日
目
・
健
康
と
運
励
の
実
践

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

S
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□
。
が
ん
'
に
な
り
に
く
い
食
生
活
の

工
夫理

想
的
な
食
生
活
に
よ
り
、
約
3
創

の
が
ん
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
時
I
9
月
1
0
日

(
火
)
・
1
8
日
(
水
)
、
午
後
1
時
3
0
分～

3
時
3
0分

内
容
―
が
ん
を
予
防
す

る
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
、
賢
い
食
べ
あ
わ

せ
の
工
夫
と
暮
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
ほ
か

場
・
申
・
問
先
I
江
北
保
健
相
談
所

酋
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

□
知
っ
て
得
す
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
(
パ
ー

ト
H
)

日
時
I
9
月
1
3日
(
金
)
・
午
前
1
0時
1

正
午
、2
0日
(
金
)
・
午
後
1
時
3
0

分
1
3
時
3
0分

対
象
―
以
前
ダ
イ
エ

ッ
ト
教
室
を
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る

方
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
し
て
い
る
方

内
容
=
あ
な
た
に
あ
っ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト

の
た
め
の
食
事
と
運
動

場
・
申
・
問

先
―
中
央
本
町
保
健
相
談
所

?
3
8
8
0
)
5
3
5
1

-

い
ず
れ
も
I

定
員
1
3
0人
(
先
着
順
)
S

用
=
無

料

申
込
―
電
話

ほ
ほ
え
み
看
護
教
室

ね
た
き
り
の
高
齢
者
の
介
護

は
長
期
に
及
び
、
家
族
な
ど
周

囲
の
負
担
も
大
き
い
も
の
で

す
。
ね
た
き
り
に
な
っ
て
も
こ

の
ま
ち
で
S
ら
し
つ
づ
け
る
コ

ッ
を
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
等
=
表
2

対
象
I
高
齢

者
の
看
護
や
介
護
に
関
心
の
あ

る
方

定
員
-
4
0人
(
先
一
順
)

費
用

一一
料

申
込
I
電
話

場
・
申
・
間
先
1
千
住
保
億
所
-

‘
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表2

いずれも時間は午後1畤l ) 分～3時30分　

( 25日は午前10時～正午まで)

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
I
表
3
S

用
―
無
料

申
込

―
当
日
直
接
会
場
へ

表39 月の住区 餘廱フェ スティ バJレ

● いずれも時間は午後1時～3時

健康カレンダー 9月の予定

あなたの
ワ ン チ ャ ン

大丈夫?
犬を飼う と、いろいろな心づ

もり力W 要ヽです。まず犬の替録

をします。病気の治療や予防注

射にはお金がかかります。雨の
日も風の日も散 歩は欠かせませ

ん。鳴き声など 、近所への十分

な配重も大切です。 犬を弯てる

た めに、努力と辛抱を重ねて得

ら れるのは犬の純粋なあなたへ

の愛です。

あ なたの飼育マナーに期待し

ます。
≪足立保健所・千住保 健所≫

9 月8 日(日)から移転します

竹 の 塚 休日診療所
休 日歯 科診療所

移転先一竹の塚セン タ ー1 階( 竹のm2- 25- 17)

東武線竹ノ褫駅下車徒歩5 分 酋3885 ―5421

□ 竹の塚休日診家 所

診療科目一内科、小児科受付時間一午前1( 鋳～午

後4時、午後5時～9時15分

□ 竹の塚休日歯科診療所

受付時間一午前1( 碑～午後4時

※ いずれも、受 診のときは、健康保険証を忘れずに

ご持参ください
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地
域
商

業
発
展

の

中核

拠

点

を

目

指
し
て

千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
画
(
4
)

区
役
所

が
千
佳
か
ら
中
央
本
町
に
移
転
し
て

、3
ヵ
月
余
り

が
経
過
し
ま
し

た

。昊
い
間

、区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
な
だ
い
な

、旧
千

佳
本
庁
會
と
駈
菓
振

冐
館
の
解
体
工
一

か

始
ま
り

、
年
内
に
は

地
上
部
分
の
除
却
が
鍵
わ
る
予
定
で

す

。
こ
れ
ま
で
3

回
に
わ
た
っ
て

「
千
佳
本
庁
合
跡
利
用
計
躙
」
に
つ
い
て
掲

載
し
て
き
ま
し
た

が

、
麹
後
に
全
体
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

千
住
地
区
の
今
と
こ
れ
か
ら

千
住
地
区
は
近

气

人
口
減
少
と
高

齢
化
の
進
展

、
若
年
層
の
流
出
に
よ
る

ま
ち
の
活
力
の
低
下

、
近
郊
都
市
と
の

競
合
に
よ
る
商
葉
機
能
の
体
乕
・
低
下

な
ど
の
悶
璢
を
抱
え
て
い
ま
す

。

一
方

、
常
磐
縁
・
東
武
線
沿
線
の
人

口
は
飛
皿
的
に
増
加
し

。
北
千
佳
駅
の

乗
り
換
え
客
も
畑
加
し
て
い
ま
す

。
さ

ら
に

、1
2
年
の
常
磐
新
緑
の
開
通
(

予

定
)
や

、
北
千
注
釈
の

改
良
工
一

な
ど

、

旭
区
開
発
の
可
随
性
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。ま

た

。区
基
本
構
想
で
は
べ

千
佳
旭

区
は
首

都
圏
北
東
部
の
広
域

・
地
域
拠

点
と
し
て

、
商
業
・
業
務
・
文
化
な
ど

の

機
能
を
複
合
的
に
整
備
す
る
と
と

も

に

、
居
住
機
能
の
向
上
を
図
り
生
活
副

都
心
を
目
指
す
」
と
し
て
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
千
住
地
区
は
今
後

、
甘
都
東
京

の
北
東
部
の
中
心
地
と
し
て

整
備
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の
で

す

。

審
議
会
が
ホ
テ
ル
を
答
申

跡
利
用
計
回
に
つ

い
て
は

区
飄
会

の

庁
舎
跡
利
用
対
策
特
別
委
員
会
の
番

譖
を
踏
ま
え

、
区
民
番
加
の

本
庁
舎
罫

利
用
対

策
番
議
会
か
ら
答
申
を
い
た

だ

き
ま
し
た
(
5

年
2
月
1
5
日
号
郷
載
)
。

答
申
は

「
廊
地
は

、
地
域
商
業
発
展
の

中
核
と

な
る
活
力
拠
点
と
し
て
整
備

。

そ
の
た
め

、
中
心
機
能
は
篳
霽
効
果

を

朋
待
で

き
る
も
の
と
す
る

。
宿
泊
・
商

業
・
サ
ー
ビ
ス

を
統
自
し
た
ホ
テ
ル

を

膿
と
し
て
、
区
民
や
商
工
業
者
に
開
放

し
た
文
化
・
産
業
交
流
機
能
を
蝉
え
る

の
が
邏
当
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
副

都
心
を
目
指
す
千

住
地
区
に
欠
け
て

い

る
都
市
機
能
の
ひ
と
つ

が
、
ホ
テ
ル

と

い
え
ま
す
。

ホ バリ ンワ スペ ー・ス

卜S から 鳬 た 完 成 予 想図

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー・
防
災
施
設

ホ
テ
ル
・
公
共
駐
車
場
を
建
設

冰
計
画
の

対
象
は

。
千
住
本
庁
舍
・

産
業
振
興
館
跡
と
こ
れ
ら
に
隣
接
す
る

地
柵
者
を
含
め

た
街
区
(
A
)

な
ら
び

に
北
側
の
衛
生
部
分
靈
の
あ
っ
た
街
区

(
B
)
で
す

。
敷
地
圃
積
は

、A

街
区

約
5

千
屬
S

、B

衡
区

杓
枷
S

、
肝
5

千
聊

。″
と
な
り
ま
す

。

A
衡
区
は

、
地
下
2

階
、
地
上
1
8
陪

で
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
・
ホ
テ
ル
・
足

立
信
用
金
一

本
店
か
入
り

、
地
下
に
は

駐
申
堤
を
整
爾
し
ま
す

。B
衡
区
は

、

防
災
施
設
(

備
番
龠
廱

鬻
S
・
防
火
水

槽
Ⅲ
t
)
と
タ
ワ

ー
式
畦
車
柵
と
な
り
、

畦
車
場
を
A
街

区
と
地
下
で
結
ぴ
2
1
0台

収
容
可
能
と
な
り
ま

す
。

駐
車
場
は
公
共
畦
車
場
で
、
ど
な
た

で
も
利
用
で

き
ま
す
。
A
・
B

街
区
あ

わ
せ
て
千
住
共
同
榎
合

施
設
と
呼
び
。

延
床
面
積
3
万
3

千
。″
。
開
発
手
法
と

し
て
総
合
設
計
制
度
を
活
用
し
、
西
・

北
側
遭
路
を
6
m

に
拡
幅
す
る
と
と
も

に

。
周
囲
を
l
m

以
上
の

歩
道
状
空
地

で
囲
み
ま
す
。
ま
た
、
東
側
に
は
公
開

空
地
を
と
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
都
市

空
閥
の
形
成
を
図
り
ま

す
。

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は

新
た
な
産
業
の
殿
堂

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
区
内
産
業

の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め
の
、
中

很
的
な
役
割
を
果
た
す

鹿
設
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
産
業
振
興
館
を
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
、
新
た
な
産
業
の
殿
堂
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

地
下
―
階
に
は
、
講
爾
・
艮
示
会
・

イ
ベ
ン
ト
等
が
で

粤
る
网
席
の
多
目
的

ホ

ー
ル
(
可
勳
式
い

す
)
、区
内
で
製
造

さ
れ
る
商
品
を
展
示
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
等
が
あ
り
ま
す

。7
階
は

、
国

際
会
艤
が
可
能
な
罰
席
の
平
床
式
コ

ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

を
中
心
と
し
、
8

陪
は
各
種
研
修
や
会
議
に
利
用
で
さ
る

研
修
室
・
会
毒
室
が
入
り
ま
す
。
9

階

に
は

。
区
内
窟
業
振
興
の

嬢
と
な
っ
て

い
る
各
機
関
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ

て

。
効
果
的
な
産
業
振
興
を
目
徊
し
ま

す
。
ま
た
W

階
に
は
、
産
業
振
輿
課
・

活
性
化
セ
ン
タ
ー
等
の

事
務
室
か
入
り

ま
す
。

ホ
テ
ル
は
地
域
密
着
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
テ
ル

計
胃
し
て

い
る
ホ
テ
ル
は

、
都
市
近

郊
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
テ
ル
と
し
て

地
域
に

密
S
し
、
地
域
の
方
々
に
宴
会

や
婚
礼

。
飲
食
な
ど
で
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
地

元
り

人
に
「
マ

イ
ホ
テ
ル
」
と
し
て

気

軽
に
利
用
で

き
、
親
し
ま
れ
る
ホ
テ
ル

奮

日
指
し
ま
す
。

施
設
と
し
て
は
、
瞋
人
収
容
の
大
謇

会
堤
は
じ
め
、
中
小
婁
会
場
・
婚
礼
会

場
・
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

・
ほ
の
客
室
を
備
え
、
区
民
や
区
内
の

事
業
所
な
ど
、
地
元
の
方
が
利
用
し
や

す
い
構
虞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
か
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

北
千
佳
駅
か
ら
の
人
の

流
れ
や
、
顧
客

の

増
大
も
見
込
ま
れ
て
お
り
'
m

的

な
郡
市
橋
能
を
臠
え
た
ま
ち
と
し
て
、

区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り

ま

す
。
ま
た
、
建
設
エ
S

へ
の
区
内
企

業
者
の
参
加
睾
僉
の

増
大
や

、
ホ
テ
ル

従
業
貝
の
採
用
に
よ
る
一

用

拡
大
、
飲

食
材
の
購
入
な
ど
の

旭
元
へ
の
貫
献
も

朋
待
さ
れ
ま
す
。

事
業
費
は
約
1
5
5億
円

復
合

薦
設
の
建
般
は

㈱
足

立
都
市

活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
事
業
主
体
と
な
つ

て
遷
め
ま
す
。
事
業
費
は
約
5

億
円
。

施
設
別
の
内
訳
は
、
厘
業
振
興
セ
ン
タ

I

・
防
災
施
設
が
約
4
0
億
円
。
ホ
テ
ル

か
約
9
5
億
円
。
公
共
駐
車
場

が
約
加
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
般
の

完
成
ま

で

は
、
区
の
財
政
に
負
袒
が
か
か
ら
な

い
よ

う
に
、
全
軍
を
活
性
化
セ
ン
タ
ー

か
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
ま

す
。

窟
業
振
興
セ
ン

タ
ー
・

防
災
屬
設

は
、
完
虞
時
に
区
が
起
債
を
活
用
し
て

買
い
取

り
、
公
共
駐
車
場
は
、
活
性
化

セ
ン

タ
ー
が
都
区
駐
車
場
整
爾

基
金
か

ら
低
利
な

あ
っ
せ

ん
融

資
を
活
用
し

て

、
蕩
設
し
ま
す
。
こ

の
基
金
は
、
区

で
は
利

用
で
き
ず
、
民
問
や
第
三
セ
ク

タ
ー
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん

。
活
性
化

セ
ン

タ
ー
の
も
つ
有
利
性
を
一

大
限
活

用
し
ま

す
。

ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
区
が
初
期
投

資
支
援
と
し
て
、
約
3
2
億
円
を
出
賢
し

ま
す
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は

、
出
資
金

を
除
い
た
杓
6
3
億
円
を
、
日

本
開

拓
銀

行
や
郡
市
銀
行
か
ら
融
賢
を
受
け

、
瑤

段
し
ま

す
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は

建
物

所
有
者
と

な
り

、
活
性
化
セ
ン

タ
ー
と

管
理
屬
営
を
行

う
㈱
東
忽
ホ
テ
ル
チ
ェ

ー
ン
が
出
資
し
て
設
立
す
る
ホ
テ
ル
経

曾
会
社
に

、
建

物
を
I

賃
し
ま

す

。S

貸
料
と
い

う
固

定
収
入
が
入
る
こ
と
に

な
り

、
融
賢
の
返
済
に
あ
て
ま

す

。
安

定
し
た
返
済
計
画
に
よ
り

、1
6
年
1
1
7

年
目
に
は
累
襖
赤
宇
が
解
約
さ
れ
る
予

定
で

す

。資
産
所
有
と
経
営
を
分
離
し

、

事
業
収
入
の

安
定
を
図

っ
て

い
き
ま

す

。ま
た

、
ホ
テ
ル
事
業
に
つ
い
て
は

、

万
か
一
赤
字
に
な
っ
た
と
し
て

も

、
区

が
費
用
の

負
姐

を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま

せ
ヘ

ホ
テ
ル
経
常
会
社
が

、独

立
し
た

法
人
と
し
て
経
営
W

任
を
負
う
か
ら
で

す

。
し

た
が
っ
て

、
区
で
は

、
初
期
投

資
の

支
躪
以
外
は
賢
用
負
担
を
考
え
て

い
ま
せ
ん

。

本庁舎跡利用 計画の経遇

1
1
年

秋

に
開

業
予

定

右
蹶
の
よ
う
に

、
跡
利
用
計
幽
に
つ

い
て
は
過
去
7

年
間

、
区
民
の
皆
さ
ん

の
代
表
で
あ
る
一

会
と
行
政
が
議
論
を

か
わ
し
な
が
ら
番
議
を
S
ね

、
結
論
を

積
み
上
げ
て
き
た
も
の
で
す

。
区
と
し

て
は

、
こ
う
し
た
長
期
間
に
わ
た
る
X

剣
な
I

諭
の
つ
み

あ
げ
を
尊
重
す
る

責

任
が
あ
り
ま
す

。一

実
に
一

業
化
に
向

け
前
進
す
る
た
め

、
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
顛
い
し
ま
す

。

こ
の
榎
合
施
設
は

、9
年
3

月
に
着

工
し

、1
1
年
秋
に
瞬
業
予
定
で
す

。

お
問
い
合
わ
せ
は

巧
域
振
興
部
副
参
事
(
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備
)

登
(
5
2
4
)
ぽ
ほ
1
3
淪
湮
滯
溲
ほ
ぼ

自宅での療養を
応援します!

婀
気
に
な

。
て
も

、
自
宅
で
家
族
と
と
も
に
番
ら
し
た
い

。
で
も
家
族
だ
け

で
は

介
慶
が
大
変
で
難
し
い

。
そ
う
し
た
刀
の
た
め
に

。
防
問
一

腰
ス
テ

ー
シ

ョ
ン

や
老
人
保
健
施
般
の

整
備
を
逸
め
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
施
般
も
、
足
立

区
地
奴
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
い
て
お
り
、
医
療
法
人
等
が
運
営
し
ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

区
内
1
0
ヵ
所

に

訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は

、
主

冶
医
の
指
示
に
よ
り

、
一

霞
婦
が
家
庭

で
療
養
し
て
い
る
方
を
訪
間
し
て

、
鍔

状
の
観
察

、床
ず
れ
の
予
防
や
手
当
て

、

リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
看
霞
や

介
霞
を
吁
つ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の

方
だ
け
で
な
く
、
自
宅
で

療
一

し
て
い
る

騅
詞
や
障
害
者
の
方
で

も
利
用
で

き
ま
す
。
S

用
=
6
5
畿
以

上
の
方
は
肪
問
1

回
に
つ
き
S
円
/

そ

の
他
の

方
や
長
時
間
一

腰
・
休
日
防
問

は
別
料
金

※
健
康
保
険
が
利
用
で
き

ま
す

申
込
=
主
治
医
ま
た
は
各
訪
問

着
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ

老
人
保
健
施
設
っ
て

、な
に
?

自
宅
で
耀
舞
を
望
む
高
齢
者
か

。
一

時
的
に
入
所
し
て
介
護
や
リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
が
受
け
ら
れ
る
施
設
で

す
。

お
お
ひ
ね
1
ヵ
月
と
入
所
期
間
を
限

っ
て
い
る
点
が
、
長
朋
入
所
で
き
る
特

別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
の

ち
が
い
で

す
。
ま
た
X
週

間
ま
で
の
短
期
入
所
や

通
所
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

。

一
時
的
な
身
体
機
能
の
低
下
や
家
族

の

介
躓
暝
れ
な
ど
に
利
用
で
衆
乖

す

。

申
込
I

直
接
各
老
人
保
健
施
設
へ

周
匝
刎
s

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹
゛
F

△ 皆で歌いながら齏楽にあわせて身体を
助かします( 老人保健施設)

△ 楽しみながらリハビリを行う
風船バレー( 老人筺潼施設)

老人保健施設

● 2 ・3U 髷 ● スJ ショ) 囈1靈

訪問響朧ステーション

現在の整備状況

生

涯

学

習

推

進

期

間

協

賛

事

業

あ
し
だ
ち
大
学

参
加
者
募
集

日
時
等
―
左
衷
対
象
=
区
内
在
住
・

在
励
で
叨
歳
以
上
の
方
(
1
0
月
1
日
現

在
)
定
員
=
如
人
(
中
郎
コ
ー
ス
の

み
s
人
)
抽
選
s
用
I
無
料
申
込

a
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢

性
別

電
話
番
号

、「o
o

コ
ー
ス

希
璽
」

と
明
記

期
限
=
9

月
3
日

消
印
有
効

申
・
問
先
=

左
詼
の
各
老
人

館
へ

公

開

講

座

「
水
と
日
本
文
化

」

各
コ
ー
ス
の
大
学
講
座
は
高
齢
者
が

対
象
で
す
か
、公
開
講
座
は
、一
般
の

区
民
の
方
も
番
加
で
き
奪
y
。皆
さ
ん

ご
番
加
く
だ
さ
い
。日
時
=
9
月
1
9

日
(
木
)
、午
後
2
時
I
t
蒔
婦
所
l

区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル

講
師
=
富
山
和

子
氏

定
員
―
聊
人
(

先
肴
瞋
)
S

用
―
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
L

友
沢
の
各
老
人
館
ま
た
は
住
区

推
進
課

s
(
a
)
5
1
1
1
㈹

〈中部コース〉 郷 土 探 訪
中部老人舘 〒123関原12- 10- 10e3889- 4661

● 毎回木曜日。ただし、9/ 27日丗を除く
● いずれも時間は午後1時30分～3時30分

〈西部コース〉 川と人間の生活
西部老人館 〒123m 浜2- 24- 23897 ―5016

一 一一‥ -
※・ 回 木 皿 日 。 た だ し 、11/ 1 窗 は 除 く
嶺いずnも詩黻奸畷1粕吩～3鯲姙分。ただU9/ 191は午慢2卜4輒1叨4な午後1畤～3畤

〈干住コース〉 こんなまちに暮らしたい
千佳老人館 〒120 干住元町134- 1S3882- 2765

● 笛 回 金 囃 日
巓いずれも吟爾は午畷1時1分～3畤1分、ただし、l a/ 4は午後1～3眄

所在地= 中央本町1- 17- 13880- 5111(
代)区 役所のご 案内

● - 一 一

・sこ・㎡ 〃 旨9
● バス
ー ・-

- ・- ・- 一 一
穗バスct 干住鯲←→t 畑 羣驟またはg 立瀏 ●工屬〕

● g でTsζ 衡頁ま忿昿i暗 訊役庸侑下申
啣5 握銜晝鮑1

癲司i ス は孑隹蔚・-→毳四 または覆魎● 皿 旭j
● s i ス( 五反男貎- - →曷懼● 癲また・・悃● 韆l 飽)

●四ツs 剛' r s 餮歩屡戎吩
s 圖t - s I

覩a ・東凱パλ ( EEi ● ←→・皿)
s 潯I I五丁目下車徙歩驤列圄

- -

s i ス( 王子蒙←→干隹● - ● 飆飆凧下皿篦忝廚¶吩

● 身偉眤Tal l な万● i z嵋阻送迎車〔簫躙〕1 日? 甓
喩餮の不r 愉l犲肓・お年寄りの方略a だめの・迎申を遍6　

して1畛 羣(黯銀- w- ・I uI・ ● iは、篆だち蟶s● T クスフレ
ヌ5 月1 日弓をご● 冊くださいl。
・壥朔。墨…蹕害唇、・ ・・、皿 専、鈿攤匂とそe 介傭§
・瀏用i l鏖り、潤一・・車い・2f i 、一穀席7Åまで( りコン車) 　
・儚価 葦位● - ・皿- ヽ- 祢、皿x 四 辺
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本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
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国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
区

内
に
住
ん
で
い
る
方
(
外
国
人
を
含
む
)

は
、
万
一
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、

必
ず
公
的
な
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
動
務
先
の
健
康
保

険
等
(
社
会
保
険
等
)
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入

が
必
要
で
す
(
た
だ
し
、
生
活
保
護
受

給
の
方
は
除
く
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
蔽
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌

日
か
ら
ぎ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す

が
、
医
凍
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は

原
則
と
し
て
さ
か
の
ぽ
り
ま
せ
ん
の

で
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
―
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
S
(
資
格
喪
失
証
明一

、
離
職
票
、

退
職
証
明
一
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確

認
で
き
る
も
の
)
、届
出
人
の
印
か
ん
/

家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0

歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共

済
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)
の
受
給

者
は
、
年
金
証一
ま
た
は
年
金
裁
定
通

知一
を
窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代

理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外

の
方
)
の
場
合
は
、
保
険
証
は
翌
日
郵

送
と
な
り
ま
す

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。
会
社
な
ど
か
ら
国
民
健
康
保
険
課

に
は
何
も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き

を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず

や
め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
動

務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険

証
、
届
出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持

参
)
。な
お
、就
職
日
以
降
は
国
民
健
康

保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ

さ
い

。
※
い
ず
れ
も
、
変
更
後
1
4日
以

内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先

―
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
課

問
先
―
資
格
賦
課
係

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知

ら
せ
し
、
健
康
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
医
療
費
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、5
月
に
診
療
を

受
け
た
方
に
、
そ
の
月
の
医
療
費
の
全

額
(
1
0割
分
)
を
8
月
下
旬
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
(
総
医
療
費
が
3
千
円
以
下

の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅

れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
お
送
り
し
て

い
ま
せ
ん
)
。こ
の
通
知
は
。お
知
ら
せ

で
す
の
で
、特
に
手
続
き
は
不
要
で
す
。

問
先
―
保
険
給
付
係

保
険
料
の
減
額
に
は
相
談
を

災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
営
業
の
方
が

倒
産
・
破
産
し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
生
活
に
困
り
、
資
産

・
能
力
の
活
用
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
保
険
料
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
事
情
に
よ
り
保
険
料
の

所
得
割
額
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
(
6
ヵ
月
を
限
度
)
。た
だ
し
、通
常

の
失
業
・
退
職
、
病
気
に
よ
る
収
入
減

な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
申
請
さ
れ
る

方
は
、
電
話
な
ど
で
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
減
額
で
き
る
の
は
、
申

請
月
以
降
の
保
険
料
で
す
。

問
先
―

資
格
賦
課
係

先
払
い
し
た
医
療
費
(療
養
費
)の
支
給

療
養
費
と
は
、
医
療
の
費
用
を
皆
さ

ん
が
病
院
等
に
い
っ
た
ん
全
額
を
支
払

い
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
国
保
課
に

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
と
で
国
保

で
定
め
ら
れ
た
基
準
額
の
7
割
の
金
額

が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
(
退
職
者
本

人
の
場
合
は
8
割
。
退
職
者
被
扶
聾
者

の
場
合
は
入
院
8
剖
、通
院
7
割
)
。

対
象
=
や
む
を
え
ず
保
険
証
で
治
療
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル
セ
ッ

ト
な
ど
の
治
療
用
補
装
具
を
つ
く
っ
た

と
き
/
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施

術
を
受
け
る
と
き
(
医
師
が
認
め
病
院

等
に
こ
れ
ら
の
施
設
が
無
い
と
き
)
申

・
問
先
―
国
保
加
入
の
方
…
保
険
給
付

係
、7
0歳
以
上
の
方
・
:医
療
助
成
係

年

金

ご
存
知
で
す
か
?

国
民
年
金
の

第
3
号
被
保
険
者
の
「
特
例
届
」

<
特
例
届
期
間
は
、
9年
3
月
末
ま
で
>

第
3
号
被
保
険
者
と
は
、
昭
和
6
1年
4

月
以
降
、
第
2
号
被
保
険
者
(
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
)
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
配

偶
者
を
い
い
ま
す
。
第
3
号
被
保
険
者

と
し
て
認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
国
民
年

僉
を
納
付
し
た
期
間
と
な
り
ま
す
が
、

届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
遅
れ
る
と
原

則
2
年
前
ま
で
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
そ

れ
以
前
は
未
納
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

第
2
号
被
保
険
者
が
転
職
等
で
資
格
が

変
わ
っ
た
と
き
も
届
け
出
が
必
要
で

す

届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
方
は
9

年
3
月
ま
で
に
届
け
出
を
す
れ
ば

該

当
す
る
第
3
号
被
保
険
者
期
間
は
す
べ

て
「
保
険
料
納
付
済
期
間
」
に
で
き
ま

す
の
で
、
至
急
、
国
民
年
金
屎
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
適
用
係

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
9
月
4
日
(
水
)
、午
前
1
0時
1

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
区
役
所
北
館
2

階
・
国
民
年
金
課
前

問
先
―
推
進

係

福

祉

生
活
に
お
困
り
の
方
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
や
民
生
委
員
は
、
日
ご

ろ
か
ら
で
き
る
限
り
地
域
の
情
報
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
広
い
地
域
の
実

態
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
皆
さ
ん
の
隣
近
所
に
、
生
活
に
お

困
り
の
方
で
、
寝
た
き
り
や
重
い
病
気

で
福
祉
事
務
所
へ
相
談
に
来
ら
れ
な
い

方
が
い
ま
し
た
ら
、弖

報
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
相
談
先
=
各
福
祉
事
務
所

(表
1
)
ま
た
は
民
生
委
員

表1 福祉事務所一覧

す
こ
や
か
育
児
相
談

育
児
で
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か

。
次
の
保
育
園
で
は

、
経
験
豊
か
な

保
母
が
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

。

安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(

秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
=

▽
興
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
1
2
3
)

・・・
毎

週
月
・
木
曜
日

眥
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

…
毎
週
火
・
金
曜
日

さ
(
3
9
1
1
)
0
9
6
3

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
-
5
-

留

・・・

毎
週
水
・
土
曜
日

豐
0
5
0
(
1
0
8
)
3
8
6
9

時
間
1
い
ず
れ
も
午
前
9
時～
午
後
5

時

間
先
―
保
育
振
興
係

納
税
は
9
月
2
日
ま
で
に

8
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
2
期
分
の
納
期
限
は
、
9
月
2

日
で
す
。早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、

郵
便
局
等
の
金
融
機
関
お
よ
び
区

役
所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税

第
丁

第
二
係

廿
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重
(
1
)

す
べ
て
の
人
の
基
本
的
人
権
を

守
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

こ
と
は
、
全
世
界
全
人
類
の
課
題

で
す
。

平
和
と
基
本
的
人
権
を
保
障
す

る
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
1
9
4
8

年
(
昭
和
2
3年
)
、第
3
回
S

際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。宣

言
に
は
「
人
類
社
会
の
す
べ

て
の
構
成
員
の
固
有
の
尊
厳
と
平

等
で
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
権
利

と
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
世
界
に

お
け
る
自
由
、
正
義
及
び
平
和
の

基
礎
で
あ
る
」
(
前
文
)

「
す
べ
て
の
人
は
、
人
種
、
皮

膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政

治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若

し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門

地
そ
の
他
の
地
位
ま
た
は
こ
れ
に

類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差

別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の

宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権
利
と

自
由
と
を
亨
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
(第
二
条
)
と
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
宣
言
は
、
す
べ
て
の
人
々

が
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
、
お
互

い
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
、
国
連
の
場

で
あ
ら
た
め
て
認
識
し
合
っ
た
も

の
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担

当
へ
。

掲
示
板

□
(
社
)
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
城
東
ブ
囗
。
ク
協
議
会
都
民
不
助
産

無
料
相
壓
=

日
時
1
9
月
1
8
日
(
水
)
、
午
前
1
0
時～

午
後
4
時

場
所
―
足
立
区
役
所
中
央

館
ロ
ビ
ー

内
容
=
不
励
産
一
般
に
関

す
る
相
談

費
用
=
無
料

問
先
―
宅

餮
だ
立
区
支
部

酋
(
3
8
8
9
)
2
2
9
7

□
「
ゆ
く
え
不
明
の
人
を
探
す
相
談
所
」

開
設

期
間
=
9
月
1
日
～
3
0日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
3
0分

※
本
人
特
定
の
資

料
を
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い

場
・
問
先
―

警
視
庁
1
階
身
元
不
明
相
談
室

`
一
(
3
5
8
1
)
4
3
2
1
㈹

響
視
庁
浅
草
響
察
署
観
音
前
交
番

酋
(
3
8
7
1
)
0
1
1
0

㈹

※
区
内
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
各
警
察

署
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
U
f
a

□
勤
労
者
等
を
対
象
と
し
た
夜
間
特
別

無
料
法
律
相
談

日
時
1
9
月
1
0
日
～
1
2
日
、午
後
5
時

3
0分
1
7

時
3
0分

内
容
―
不
動
産

・
盒
簡

題
ほ
か
法
律
問
題
全
般
S

用
―
無
料

場
・
問
先
―
(
財
)
法
律

扶
助
協
会
新
宿
法
律
援
助
セ
ン
タ
ー

〒
1
6
0新宿
区
西
新
宿
I
-
1
8
j
8
新
宿

ス
カ
イ
ビ
ル
2
階

登
(
5
3
8
1
)
2
8
5
1

□
綾
瀬
ろ
う
学
校
体
験
入
学

日
時
=
9
月
2
6日
(
木
)
、午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
3
時
2
0分

対
象
=
来
年
度

本
校
高
等
部
お
よ
び
専
攻
科
入
学
希
望

者

内
容
=
本
校
教
育
課
程
と
校
内
見

学
お
よ
び
体
験
学
習

場
・
申
・
問
先
―

都
立
稜
瀬
ろ
う
学
校

?
3
6
0
6
)
0
1
2
1

□
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
軽
減
補
助

受
給
者
の
募
集

申
請
期
間
1
8
月
2
2
日
～
9
月
6
日

対
象
1
8
年
5
月
1
日
以
降
都
内
に
居

住
し
、私
立
の
全
日
制
高
等
学
校
、盲

・
る
?
養
護
学
校
高
等
部
、高
専
(
1
～

3
年
)
お
よ
び
専
條
学
校
高
等
課
程

の
在
学
生
の
保
護
者
で
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
ほ
か
、
動
労
学
生

申
込

―
郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口

申
講
先
=

東
京
都
教
音
妲
用
組
合

〒
1
0
1
千
代
田

区
神
田
須
田
町
1
1
9

問
先
―
都
内

校
在
学
生
は
在
学
校
へ
。
都
外
校
在
学

生
は
都
・
総
務
局
学
事
第
1
課

登
(
5
3
2
0
)
7
7
7
0

□
テ
ー
マ
相
談
『
高
齢
社
会
少
』都
民
の

く
ら
し
」

日
時
1
9
月
3
日
～
5
日
、午
後
1
時
1
4

時

鳩
所
=
都
庁
第
二
本
庁
舍
1

階
ホ
ー
ル
'
内
容
=
高
齢
者
対
策
の
う

ち
年
金
・
就
業
等
ほ
か
、財
産
の
処
理
の

う
ち
相
続
・
贈
与
・
税
金
等
ほ
か
S

用
―
無
料

問
先
―
都
・
都
民
の
声
部

相
談
提
案
課

□ 東京医科歯科大学公開講座「健康を考える」一結婚と子育ての医学一日時10月4日～11月8日( 葢i 周金曜日、全6回) 、午後6時～7時40分申込往
復ハガキに住所、氏名、年齢を明記 期限- 9 月6 日消印有効 場・申 ・問先一東京医 科歯科大学庶務課庶務係 〒113文京区湯島1- 5- 45n( 5803) 5009



1996 年( 平成8 年) 8 月25 日 あ だ ち 広 報 第1138号( 7)

募

集

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

8
年
度
特
別
区
職
員
(
Ⅲ
類・
事
務
)

第
一
次
選
考
日
=
1
0月
2
0日
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日
1
9
年
4
月
1
日
以

降

受
験
資
格
等
1
次
の
要
件
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
・
:身
体
障
害
者
福
祉

法
第
1
5条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
/
選
考
申
込

時
お
よ
び
採
用
時
に
お
い
て
引
き
続
き

特
別
区
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
/

学
歴
を
問
わ
ず
、
昭
和
4
4年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
5
4年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
/
自
力
に
よ
り
通
動
が
で

き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂

行
が
可
能
な
者
/
通
常
の
勤
務
時
間
に

対
応
で
き
る
者
/
活
字
印
刷
文
に
対
応

で
き
る
者
採
用
予
定
人
員
=
約
3
0
人

申
込
期
限
―
▽
郵
送
・
:
9
月
2
4
日
消

印
有
効
▽
持
参
申
込
期
間
・
・
・
都
内
各
区

役
所
人
事
担
当
課
、9
月
2
4
・
2
5
日
/

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
、

9
月
2
4
日
1
2
6
日
※
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
午
後
5
時
申
込
一
類
配
布
場

所
―
都
内
各
区
役
所
ま
た
は
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

申
・
問
先
=

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

〒
1
0
2千
代
田
区
九
段
北
1
-
1
-
4
　

東
京
区
政
会
館
内

a
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7
-
9

足
立
区
職
員

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
な
る
人

材
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
採
用

は
原
則
と
し
て
9
年
4
月
1
日
以
降
と

な
り
ま
す
。試
験
日
-
1
0月
1
3日
(
日
)

職
種
・
募
集
人
員
・
受
験
資
格
等
=
表
2

の
と
お
り

申
込
方
法
1
所
定
の
選

考
申
込
書
を
直
接
窓
口
ま
た
は
郵
送
　

(
簡
易
書
留
に
限
る
)
申
込
期
間
1

8
月
2
0
日
～
9
月
1
8
日
、(
郵
送
分
9
月

1
8日
消
印
有
効
)

受
付
時
間
=
午
前
9

時
1
午
後
5
時
(
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
)

申
・
問
先
―
職
員
課
人
事
係

作
業
療
法
士

対
象
=
作
業
療
法
士
免
許
を
有
す
る
方

内
容
I
リ
(
ビ
リ
中
の
障
害
者
等
の
回

復
訓
練
助
務
日
・
時
間
=
週
1
日
、

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分
(
6

時
間
勤
務
)

報
酬
=
日
額
1
万
8
千

円

定
員
=
1
人

場
・
申
・
問
先
―

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

酋
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

表2 職種および受験資格等

お
知
ら
せ

は
か
り
の
定
期
検
査
に
つ
い
て

取
り
引
き
(
料
金
特
定
に
係
わ
る
計

量
)
・
証
明
(
妊
婦
・
新
生
児
・
児
童

の
体
重
測
定
等
)
に
使
用
す
る
は
か
り

は
2
年
に
1
度
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ご
使
用
の
方
は
'
&
の

と
お
り
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受

検
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

日
時

・
場
所
=
▽
電
子
は
か
り
・
最
大
能
力
S

紬
を
超
え
る
は
か
り
・
:東
京
都
計
量

検
定
所
の
職
員
が
巡
回
し
ま
す

※
至

急

消
費
者
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

▽
最
大
能
力
S
㎏
以
下
の
は

か
り・・・
表
3

問
先
=
検
査
に
つ
い
て

・
:
都
・
計
量
検
定
所

酋
(
5
4
7
0
)
6
6
3
8

場
所
に
つ
い
て
・・・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

霤
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表3 はかりの定期検査日程

※ いずれも時間は、午前9時30分～午後3時30分

9
月
は
教
育
相
談
強
調
月
間
で
す

教
育
相
談
窒
で
は
9
月
1
日
か
ら
9

月
一
J日
ま
で
の
期
間
を
教
育
相
談
強
調

月
間
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
行
く
の

を
嫌
が
る
、
言
葉
が
お
そ
い
な
ど
お
子

さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専

門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
経
験

豊
か
な
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
1
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
=

一
`
話
場
・
申
・
問
先
―
教
育
研
究
所

酋
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

霓
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

酋
(
3
8
5
6
)
了
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

酋
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

建
築
無
料
相
談
・
不
燃
化
建
て
替
え
相
談

9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
に
併
せ

て
、
建
築
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
相
談

や
不
燃
化
促
進
区
域
内
で
の
建
て
替
え

相
談
(
助
威
制
度
の
利
用
方
法
等
)
な

ど
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
建
物
を
建
て

よ
う
と
お
考
え
の
方
、
ま
た
は
建
て
替

え
に
つ
い
て
く
わ
し
く
知
り
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
=
9
月
1
日
百
)
、午
前
1
0時
～

午
後
4
時

場
所
=
北
千
住
駅
西
口

(営
団
地
下
鉄
千
代
田
線
入
口
付
近
)

相
談
内
容
等
=
▽
建
築
無
料
相
談
・
:東

京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
足
立
支
部
▽

不
燃
化
建
て
替
え
相
談
・
:嬲
ま
ち
づ
く

り
公
社

▽
建
築
防
災
相
談
・
:建
築
調

整
課

問
先
=
建
築
審
査
課
、
建
築
調

整
課
、
ま
ち
づ
く
り
課

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

増
え
続
け
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
を

減
少
さ
せ
る
た
め
、
総
務
庁
の
委
託
を

受
け
、
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
を
表
4

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

問
先
―
交
通
安
全
係

表4

屋外歩行者交通安全実践事業

・事改現場の巡回視察

・道路の正しい横断方法

・各種実験

( 飛び出しの危険性・斜め
横断等)

・その他

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

北
千
住
駅
周
辺

環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
も
放
置
す

れ
ば
街
の
「
公
害
」
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す

。
北
千
住
駅
周
辺
は
千
代
田
線
入

口
、
商
店
、
銀
行
の
前
に
放
置
自
転
車

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。区
で
は
駅
周
辺
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

指
定
し
区
域
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
は
区
が
撤
去
し
て
移
送
所
に
運
び

保
管
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
を
引
き
取

る
と
き
は
、
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を

徴
収
し
ま
す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ

る
と
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
自
転
車
に
は
必
ず
住
所
と
、
名
前

を
S
き
ま
し
ょ
う
。
駅
ま
で
近
い
方

は
、
で
き
る
だ
け
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
動
・
通
学
な
ど
で
毎
日
利
用

さ
れ
る
方
は
、
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

□
区
営
駐
車
場

▽
北
千
住
北
駐
車
場

千
住
旭
町
4
2
-
2
?
3
8
8
1
)
2
6
2
3

▽
北
千
住
帛
駐
車
場

千
住
旭
町
4
2
-
3

啻
(
3
8
7
0
)
2
6
1
9

▽
北
千
住
西
口
駐
車
場

千
住
旭
町
4
2
-
2

ル
ミ
ネ
3
階
(
1
日
利
用
の
み
)
　

雲
(
3
8
8
1
)
2
6
2
3

▽
放
置
自
転
車
移
送
先
中
央
本
町
移
送

所

足
立
4
-
1
6
-
1
9先

問
先
=
自

転
車
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

北干住 駅付 近自 転車放 置禁 止区 域図

自 転車 放置 禁止 区 域

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
映
画
「
水
俣
病
-
2
0年
」
鑑
賞
と
話

し
合
い
8

月
3
0日
(
金
)
、午
後
7
時
/

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
当
日
直
接
会
場

へ
/
寺
山

雲
(
3
8
9
7
)
5
8
2
4

☆
女
性
コ
ー
フ
ス
体
験
講
座
(
バ
ル
ー

ン
)
9
月
1
2
日
采
)
・
1
9
日
(
木
)
、

正
午
～
午
後
1
時
3
0
分
/
興
本
セ
ン
タ

ー
/
村
田

?
3
8
4
0
)
2
9
6
7

☆
第
1
1
回
小
出
町
1
足
立
区
交
流
登
山
　

9
月
1
4
日
(
土
)
・
1
5
日
(
日
)
/

谷
川
連
峰
平
標
山
/
便
せ
ん
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
し
ヽ
留
切
手
を
?
た
雇
用
封

筒
を
同
封
/
足
立
区
山
岳
連
盟
務
局
　

荒
川
〒
1
2
3
本
木
2
-
2
6
- 一

J

1
3
(
3
8
8
9
)
8
3
0

=
募
集
=

☆
手
編
み
サ
ー
ク
ル
(
ビ
ギ
ン
ー
ザ
・

ニ
ッ
ト
)
月
3
回
月
曜
日
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
4
千
円
/
藤
野

酋
(
3
8
4
8
)
4
6
5
4

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
(
ソ
シ
ア
ル
フ
レ

ン
ド
)

土
・
日
・
祝
日
/
都
市
農
業

公
園
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
2

千
5
0
0
円
/
友
本

酋
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

☆
俳
句
教
室
(
竹
の
塚
句
会
)
第
4

木
曜
日
、午
後
O
時
3
0
分
～
3
時
/
老

人
会
館
ほ
か
/
福
鳥

豐
(
3
8
5
0
)
9
4
3
4

☆
た
ん
ぽ
ぽ
山
の
会

月
―
回
日
曜
日
/

入
会
金
2
千
5
0
0円
、
参
加
費
千
円
/

小
倉

豐
(
3
6
2
9
)
7
5
6
8

☆
合
気
道
(
千
島
会
)

毎
週
日
曜
日
、

午
後
6
時
～
8
時
3
0分
/
扇
中
学
校
/

中
・
高
校
生
歓
迎
/
入
会
金
千
円
、
月

額
千
円
/
鈴
木

眥
(
3
8
8
9
)
0
9
3
5

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
9
月
2
2
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
※
雨

天
時
9
月
2
9日
(
日
)
/
し
ょ
う
ぶ
沼

公
園

※
出
店
者
募
集
し
ま
す
(
出
店

料
千
円
)
/
齊
藤

雲
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
投
稿

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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に
が
す
ま
い

区
政
参
加
の

こ
の
チ
ャ
ン
ス

9
月
8

日

足
立
区
長
選
挙

投
票
時
間
午
前
7
時
～
午
後
6
時

□
投
票
資
格

今
回
の
足
立
区
畏
選
挙
で
投
票
で
き

る
方
は
、
日
本
国
民
で

、
年
齢
鷓
2
0歳

以
上
(
昭
和
5
1年
9
月
9
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
)
で
あ
り
、
足
立
区
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、

足
立
区
に
住
民
登
録
を
し
て
か
ら
基
準

日
(
8
月
3
1日
)
ま
で
に
、3
ヵ
月
以

上
経
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
。
平
成
8
年
5
月
3
1日
ま
で
に
住
民

登
録
を
し
、
現
在
も
引
き
続
き
住
み
続

け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

□
不
在
者
投
票
受
付
場
所
の
変
更

旧
区
役
所
千
住
庁
舎
の
受
付
場
所
が

千
寿
小
学
校
―
階
特
別
会
議
室
に
、中

央
本
町
の
区
役
所
の
受
付
場
所
が
南
館

7
階
の
川
会
議
室
に
変
わ
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。受
付
時
間
1

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

□
点
字
シ
ー
ル
付
き
入
場
整
理
券
を
ご

希
望
の
方
へ

「
こ
の
「
ガ
キ
は
選
挙
の
入
場
整
理

券
で
す
」
と
I
か
れ
た
点
字
シ
ー
ル
付

き
の
入
揃
整
理
券
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
l

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
足
立
区
内
出
発
式

7
年
中
の
交
通
事
故
死
者
数
は
全
s

で
1
万
m
人
で
前
年
に
比
べ
3
0人
増

加
。
8
年
連
続
し
て
1
万
人
を
突
破
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
区
民
一
人
ひ
と
り

に
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
教
育
の

普
及
浸
透
を
図
る
た
め
、
咄
全
国
交
通

安
全
毋
の
会
が
主
催
す
る
全
国
ギ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
足
立
区
内
に
立
ち
寄
り
、
総

務
庁
長
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
足
立
区
長

に
伝
達
し
ま
す
。

日
時
1
9
月
2
日
(

月
)
、
午
前
9
時
3
0分

場
所
l
区
役

所
2
階
庁
舎
ホ
ー
ル

問
先
=
交
通
安
全
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

竹
の
塚
図
書
館
の
臨
時
休
館

竹
の
椒
図
S
館
は
、
本
の
特
別
整
理

の
た
め
次
の
期
間
休
館
し
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
他
の
図
S
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。期
間
1
9
月

1
日
～
1
0
日
間
先
―
竹
の
塚
図
書
館
゛

(
3
8
5
9
)
9
9
6
6

夕
焼
け
放
送
の

時
間
が
変
わ
り
ま
す

夕
焼
け
放
送
は
、9
月
か
ら
1
0月
ま

で
、
午
後
5
時
に
な
り
ま
す
。

問
先

―
青
少
年
課
調
整
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

情報 コーナー
世帯と人口( 8 年8 月1 日現在) 　
世 帯　264, 253
人 口　637, 323 人
男　　323, 034 人
女　　314, 288 人

子育てセミナー 手作り教室～簡単おやつ～

日時- 9月12・19日( いずれも木
曜日、全2回) 、午前1( J 哮～正午
対象一幼児のいるお母さん※ お
子さんの保育を行います内容一
蒙庭で手軽にできるおやつを作り
ます定員- 15人( 抽選) 費用
一無料( 材料費実費負担) 申込
-ハガキに「手作り教室希望」、住`

所、氏 名、電話番号、保育希望の
有無( 希里する方はお 子さ んの年
齢○ 歳○ カ月まで) を明 記 期限- 9

月2 日必ヽ着 場・申・問先一
青年センタ ー 〒123 西新#l - 4
―1703890 ―0061

あ だ ち ま つり

A- Fest a ' 96通信
こ ど も
に な れる 日

楽し い イベ ント が盛り だく さ
ん。お楽しみに!
日程- 10 月12日( 土) ・13日( 日)
場所一荒川河川敷虹の広場、北千
住駅西口等

記 念T シ ャ ツ 販 売 中!

申 ・問先一足立区区民まつり委員
会事務局( 地域振興課育成係)
H3880 ―5111( K)

小 学生おさらい教室
経験豊かな元小学校敵諭が、マ

ンツーマン方式で指導をします。
現在、定員に余裕がでましたので、
児童を募集します。時間一午後
2時30分～5時30分のうち1時間
対象一小学1・4年生定員一若
干名科目一国語・算数費用一
月額4, 000円～55( X) 円
□ 西保木間教室
日程一毎週水・金曜日 場所- シ
ルバー人材センタ ー( 西保木関1- 8

―2)
□ 関原教室
日程一毎週火・木曜日 場所一橘
幼稚園( 関1票3- 47- 11)

- いずれも一
申・問先- シルバー人材センタ ー
酋3859 ―2561

区 内 の 各 種 展 示

お楽しみください
□ 西新井区民ギャラ リー
>4' 日( 水) ～6日( 金) 子供絵画展
>12日( 木) ～15日( 日) 書爵社書
遭mt >i 8日( 水) ～23日( 月) あだ
ちシルバー書道屠E>25日( 水) ～
27日( 金) 水墨画同 人屓>28 日(
土i *23 回区民儺康 まつり
※ 火● 日休館 問先一西新井区民
ギ ャラリー 酋3852 ―3251
□ 綾瀬野外ギャラリー
【>1日( 日) ～15日( 日) 水墨画展
>16日( 月) ～30日( 月) 絵画個展
問先- まちづくり公社
S3604- 7761

石j ・れも 入場 無料7 展 示1!

希望 する方はそれぞれの問い
ー

女と男のフリースペース

「福祉の国」ドイツの人の
普通の暮らし

福祉先進国といわれるドイツで
は、人々はどんな暮らし方をして
いるのでしょうカ丶夫と小学生2人
の4人家族で、2年間ドイツ・ブレ
ーメン市に住んだ名和田美智子氏
が、日々の暮らしや教育などにつ
いて話します。日時- 9月10日
( 火) 、午後2時～4時対象一区
内在住・在勤・在学の方定員-

20人( 先着順) 費用一無料申
込一電話※ 保育も行います。2
歳～学齢前、先着10人、希望者は
9 月2 日まで申し 込み。保育の当
日受け付けはいたしません 場・
申・間先一女性総 合センター
B3880 ―5222

女性問題講座 「ストレ スと男女」
日ごろ男女たち か思じているさ

まざ まなストレ スは、社会や文化
の問 題とつながっています。この

講座では。いくつ かのテーマを取
り上げ、その背景にある構造を考
えて みます。スト レス社会の中で、
自分らしさを取り 戻してみません
か。 日程・内容一下表のとおり
対象一区内在住・在勤・在学の男
女 定員- 40 人( 抽選) 費用-
無料 申込一往復ハガキに住所、

氏名( フリガナ) 、年齢、電話番号、

希望理由 。「ストレ ス」と明記 ※ 2
歳から学齢前のお子さ んの保育

を希望する方は、子供の名前、生
年月日も記入してください。( 9月12
日に保育オリエンテーションを

行います) 期限- 9 月5 日必 番
場・申 ・問先一女性総合センタ

ー 〒123檣i日a7 ―33―1
113880―5222

第25 回足立区合唱コンクール 出場グループ募集
合唱を愛する皆さんに育てられ

た合唱コンクールも、今年で節目
の25回を 迎え ます。日ごろの練習
成果を発表する場とし て、ぜひご
参加ください。 日時- 11 月24日(
日) 、午前1( l胯30分開演予定 場

所- ギャラクシティ 対鎮一小学
生以 下の部門/ 中学生部門/ 一般
部門( 高校生を含む) 20 人未満/
一般部門( 高校生を含む) 20 人以

上 編成人敵- 60 人以内( 間に10
人以内の 入れ髻え可) 曲目一自
由、2 曲以内 演奏時間 一曲間を
含め8 分 以内 審査 員一 真 傑将
氏、佐 々木 行綱氏、高僑大海氏
申 込一所定の用紙で、直接窓口ま
たは郵送 ※ 要項・申 込用紙は担
当窓口にあります 期限- 9 月30
日 申・問先一文化振興係
酋3880- 5111 ㈹

「みどりの夢23 」販売店が増えました
都内で回収された紙 パックなど

を屎 料に作られた「みどり の夢23」
トイレ ット ペーパーとティッシュ
ペーパーは、お 近くの公共施設に
設置している回収ポストで回収さ
れた紙パックも原料になっていま
す。この「みどり の夢23」の区内 販
売店 が2 店増 えて198J B になり ま
した。ト イレット ペーパーは130m
で晋通の2 倍の長さ。また芯がな
いのでご み減量に役立ちます。穴
の大きなタ イプですので、ホルダ
ーを 取り替え る 必要 があり ませ
ん。ティッシュペーパーは新しい

パルプの製品にひけをとらない白
さと柔らかさ。ぜひ、お近くの販
売店でお求めください。 また区で
は販売き を随時 募集しています。
問先- リ サイクル推進 課
113880- 5111( H)

◎「あ だち広 報」は再 生紙を使 用し てい ます Hi . T. Y270, 000


